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近
年
、
自
動
車
は
環
境
保
全
（
排
出

ガ
ス
規
制
）
と
搭
乗
者
保
護
（
衝
突
安

全
性
確
保
）を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
、軽

量
で
超
強
度
の
車
体
構
造
と
高
度
の
電

子
制
御
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
自
動
車
の
補
修
時
の
品
質
を
確

保
す
る
た
め
に
は
高
度
な
整
備
技
術
と

最
新
設
備
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
整
備
事
業

者
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
最
新
自
動

車
の
補
修
整
備
を
自
社
内
で
一
貫
し
て

行
う
た
め
の
人
材
育
成
や
設
備
投
資
な

ど
自
動
車
の
進
展
に
追
い
つ
か
ず
に
い

る
こ
と
か
ら
、組
合
と
し
て
は
、品
質
の

信
頼
性
が
高
い
補
修
車
を
消
費
者
に
お

渡
し
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
複
数

の
事
業
所
が
連
携
し
て
整
備
品
質
を
確

保
す
る
た
め
の
補
完
体
制
を
構
築
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
以

下
の
点
を
念
頭
に
構
築
す
る
。

（
１
）
千
車
協
ブ
ラ
ン
ド
の
下
で
、
均

一
で
良
質
な
品
質
と
サ
ー
ビ
ス
を
カ
ー

ユ
ー
ザ
に
提
供
（
信
頼
性
向
上
）

（
２
）
会
員
事
業
所
間
の
事
業
連
携
に

よ
る
利
益
を
生
む

　

こ
れ
に
よ
り
、
競
合
他
社
と
の
差
別

化
を
図
り
、
新
規
顧
客
の
開
拓
や
リ

ピ
ー
ト
顧
客
の
囲
い
込
み
を
目
指
す
。

①�

複
数
の
事
業
者
が
連
携
す
る
た
め
に

必
要
な
定
量
的
な
ル
ー
ル
を
設
定

　

複
数
の
事
業
者
が
連
携
し
て
整
備
品

質
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
以
下
の
点

に
つ
い
て
共
通
の
認
識
を
持
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
定
量
的
な
ル
ー

ル
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
１
）
品
質
管
理
：
最
新
型
車
に
対
応

す
る
標
準
作
業
工
程
、
品
質
基
準
、
品

質
証
明
の
仕
組
み
を
設
定
。

（
２
）
要
員
資
格
：
作
業
別
の
要
件
に

応
じ
、
有
資
格
条
件
を
設
定
。

（
３
）
設
備
条
件
：
作
業
品
質
の
確
保

に
必
要
な
工
具
、機
器
、設
備
の
種
類
・

仕
様
と
管
理
基
準
を
設
定
。

（
４
）
情
報
管
理
：
技
術
情
報
の
管
理

基
準
を
設
定
。

（
５
）
履
歴
管
理
：
修
理
作
業
の
記
録

す
べ
き
事
項
と
記
録
方
法
に
つ
い
て
標

準
作
成
。

（
６
）
工
場
分
類
：
作
業
内
容
、対
象
車
、

工
場
設
備
、
要
員
資
格
な
ど
受
入
規
模

を
工
場
別
に
整
理
。

（
７
）
構
成
基
準
：
全
て
の
作
業
工
程

を
完
結
さ
せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
区
割

り
（
例
：
支
部
単
位
）。

（
８
）
受
渡
方
法
：
発
注（
外
注
）、車
両

預
か
り
、検
収
な
ど
の
作
業
の
標
準
化
。

（
９
）
契
約
条
件
：
請
負
作
業
の
責
任

範
囲
、
料
金
設
定
、
精
算
方
法
な
ど
の

取
り
決
め
。

（
10
）
企
業
リ
ス
ク
：
ク
レ
ー
ム
処
理

体
制
。
入
庫
車
両
の
管
理
賠
償
・
修
理

賠
償
へ
の
対
応
策
。

（
11
）
認
定
車
：
修
復
車
の
千
車
協
・
認

定
基
準
と
認
定
証
明
の
形
式
を
決
め
る
。 

（
12
）
広
報
広
宣
：
カ
ー
ユ
ー
ザ
、
損

保
な
ど
に
向
け
て
、
組
合
Ｈ
Ｐ
や
チ
ラ

シ
を
活
用
。

背
景
と
目
的

事
業
の
活
動
内
容
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〜連携支援の現場から〜

（
13
）
運
営
管
理
：
特
定
工
場
と
限
定

工
場
と
の
連
絡
協
議
会
（
例
：
支
部
会
）

を
設
け
て
諸
課
題
を
協
議
。

②�

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
試
作
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
試
行

　

自
動
車
の
高
度
化
（
軽
量
化
、
電
子

制
御
化
）
に
よ
り
、
車
体
補
修
に
伴
う

作
業
項
目
の
増
加
と
共
に
、
作
業
手
順

も
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
研
究

会
で
は
、
今
年
度
業
務
連
携
に
必
要
な

定
量
的
な
ル
ー
ル
、
特
に
作
業
工
程
や

品
質
な
ど
の
管
理
を
行
う
た
め
の
仕
組

み
を
検
討
す
る
上
で
も
、
本
番
で
の
使

用
が
想
定
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
車

体
整
備
作
業
の
品
質
工
程
管
理
シ
ス
テ

ム
を
用
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
見
解
が
示
さ
れ
た
。

③�

試
作
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
試
行
の
結

果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題

　

研
究
会
で
の
議
論
お
よ
び
試
作
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
試
行
を
通
じ
、
業
務
連
携

実
現
の
た
め
に
は
、
克
服
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
多
く
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
以

下
に
整
理
す
る
。

（
１
）
業
務
連
携
の
仕
組
み
を
構
築
す

る
上
で
の
課
題

　
『
事
業
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
最

も
重
要
な
こ
と
は
、業
務
連
携
の
意
義
に

関
す
る
認
識
の
共
有
で
あ
る
。』こ
と
を

常
に
意
識
で
き
る
体
制
の
構
築
で
あ
る
。

（
２
）
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
課
題

　

試
行
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
Ｉ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
課
題
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

①
『
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
試
作
シ
ス
テ
ム
の

使
用
そ
の
も
の
が
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の

業
務
と
な
る
の
で
、
手
間
が
増
え
る
と

感
じ
て
し
ま
う
。』と
い
う
、導
入
初
期

段
階
の
良
く
な
い
イ
メ
ー
ジ
の
克
服
。

②
『
写
真
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
に
は
、
専

用
ア
プ
リ
で
は
な
く
日
常
使
用
し
て
い

る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
い
。』
な
ど
の
、
組
合
員
が
日
常
使

用
し
て
い
る
様
々
な
シ
ス
テ
ム
と
の
連

携
に
よ
る
、
使
用
環
境
の
改
善
。

③
『
す
べ
て
を
紙
ベ
ー
ス
で
行
う
連
携

を
Ｉ
Ｔ
化
し
て
合
理
化
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
手
書
き
見
積
も
り
を
見
積
も
り
ソ

フ
ト
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
作
成

作
業
を
合
理
化
す
る
の
と
同
じ
効
果
が

あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
が
、
今
回
は
そ
う

で
は
な
く
、
い
き
な
り
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
連

携
業
務
と
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
二
つ

の
新
し
い
要
素
を
理
解
し
実
践
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
う
と
こ
ろ
に
高
い

ハ
ー
ド
ル
を
感
じ
る
。』
と
の
意
見
か

ら
分
か
る
、
業
務
連
携
を
行
う
上
で
の

課
題
と
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
固
有
の
課
題
と

の
切
り
分
け
。

　

試
作
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
試
行
の
結

果
、
２
０
１
６
年
２
月
27
日
に
開
催
さ

れ
た
第
６
回
研
究
会
に
お
い
て
、
事
業

の
成
果
と
し
て
、
以
下
の
合
意
形
成
が

な
さ
れ
た
。

（
１
）
業
務
連
携
に
つ
い
て

①
業
務
連
携
の
意
義
の
再
認
識
を
再
確

認
し
、
全
組
合
員
が
一
致
団
結
し
て
そ

の
実
現
に
取
り
組
む
。

②
業
務
連
携
こ
そ
が
組
合
員
の
生
き
残

り
を
実
現
す
る
手
段
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
、
実
現
を
目
指
す
。

（
２
）
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

①
使
え
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
業
務
連

携
の
カ
ギ
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、

全
員
が
使
え
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
す
。

②
多
く
の
組
合
員
の
手
で
「
試
行
段
階

を
踏
む
」こ
と
が
、使
え
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
必
要
要
素
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
、
試
行
期
間
中
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
組
合
員
に
も
試
行
を
継
続
す
る
。

　

千
葉
県
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

が『
事
業
所
間
業
務
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

研
究
会
』を
立
ち
上
げ
て
取
り
組
む
『
事

業
者
間
業
務
連
携
』に
は
、車
体
整
備
業

界
に
お
い
て
事
業
者
が
生
き
残
っ
て
い

く
た
め
の
明
確
な
意
思
と
方
法
論
が
あ

り
、
そ
の
必
要
性
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。

　

誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
取
り
組

み
故
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
の
取
り
組
み

そ
の
も
の
及
び
そ
の
果
実
と
し
て
得
ら

れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
運
営
は
、
事

業
協
同
組
合
で
な
け
れ
ば
達
成
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
活
動
に
は
業
界
の
内
外

か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
吉
野　

一
）

事
業
の
成
果

今
後
の
事
業
展
開
・
展
望

チャレンジ組合ちば


